





































































































































































































































ーー 建学にかけた思い 『私の歩んだ道』より ②
島田依史子　～建学にかけた思い～
『私の歩んだ道』より②
「銀行破産問題」「尊い経験」
? 島田家で取り引きのあった農工貯蓄銀行が、第一次大戦後の不景気で、取り付け騒ぎとなり、
休業するという事態が起きたのは、文部省裁縫科中等教員検定試験合格と同じころであった。
ご先祖様から受けついだ財産を無くさないようにと、母がただ倹約し、むだ遣いせずにしてきた
貯蓄を取り返すべく、依史子は母から委任を受け、一人で銀行問題整理に立ち向かった。
? この機会に世の中のほんとうの姿を究明してみようと思った依史子は、わからないことだらけ
のことを知るために本を読み、人にも聞いた。それによって、この国の政治家に頼る愚かさを第
一に知るとともに、どういう心を持ってどう暮らすのがほんとうかを考えるようになった。この問題
でいささか経済知識を得、のちに私立学校を経営するようになって、政府を頼らず生きぬく方法
を考えながら、つど適切な手を打つことができた。銀行側はついに謝って、預金全額とまではい
かなかったが、相当額を依史子に支払ったのであった。
? 財産などというものは決してあてになるものではなく、それを貯めさえすれば安心だと思って
一生をすり減らすのは、愚の骨頂だと依史子は悟ったのであった。
?
「自分の人生」「開学への決意」
　なぜ女は不幸なのであろうか。女が知識
に乏しいのは、教育水準が低く、尋常小学
校卒業だけの学歴しか持たない者が半数
以上を占め、文字が読めない人さえいる状態。
その当時、女で腕のある人といえば、教師と
女髪結いくらいであり、勤め先といえば電話
局の交換手くらいであった。だからもしも職
業を持つならば、ぜひ世のため人のためにな
る仕事をしたいし、特に同性である女性の味
方になる仕事をしたい。そう考えた依史子は、
さっそく、関東大震災で曲がってしまった家屋を修理し、大工を督励して裁縫塾ができるように
改造してもらった。当時、主婦としての、また、生まれて間もない子供を抱えた母親としての身で
あり、満22歳の春のことであった。
?
? こうして、依史子は学園の前身となる「島田裁縫伝習所」を創立し、その後、就職を意識した
女子教育に力をいれ十佳女子高等職業学校を始めとする有資格学校を次 と々開校していっ
たのである。
（裏面につづく）
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島田依史子 2　おもて
大正13（1924）年「島田裁縫伝習所」で和裁を教わる生徒たち
校長（島田依史子）右端に立つ
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島田依史子 2　ウラ1
「人間形成の時代」
共立女子職業学校を卒業した依史子は、文部省の中等教員検
定試験受験を思い立つ。当時の中等教員免許状には「師範学校・
中学校・高等女学校の教員たることを免許す」と書いてあった
ため、文部省の中等教員検定試験に合格して中等教員の免許さ
え取ってしまえば、府立第一高女の入学試験に落第するほどの
ばかではなかったという立証にもなると思ったのだ。 
そこで、なんとしてでもこの意志を貫いて、今後は人に試験を
してもらわず、自分で自分を常に試験して生きていくのだという
強い信念を持って準備に取りかかった。依史子は独力で受験勉強
に励み、大正9(1920)年12月、文部省裁縫科中等教員検定試験
に合格し、教員資格を得た。ときに満18歳であった。
?
（学校法人文京学園総合企画室）
（写真所蔵：学校法人文京学園総合企画室）
?
? 現・文京学園は創立者島田依史子の「自立と共生」の建学精神を受け継ぎ、文京学院大学
（外国語学部・経営学部・人間学部・保健医療技術学部）、大学院（外国語学研究科・経営学
研究科・人間学研究科・保健医療科学研究科）、文京学院短期大学、文京学院大学女子高
等学校、文京学院大学女子中学校、文京学院大学文京幼稚園、文京学院大学ふじみ野幼
稚園を擁する総合学園に発展し、平成21（2009）年には学園創立85周年を迎えた。
?（学校法人文京学園総合企画室）
時代のすう勢から女子に対する商業教育の
必要性を感じていた島田依史子は、昭和7（1932）
年に十佳女子高等職業学校を開校した。
（写真所蔵：学校法人文京学園総合企画室）
年代 年齢
島田依史子　略歴
1902（明治35）年
1908（明治41）年
19130（大正2）年
19140（大正3）年
19170（大正6）年
19190（大正8）年
19200（大正9）年
1924（大正13）年
1925（大正14）年
19270（昭和2）年
19320（昭和7）年
1948（昭和23）年
1959（昭和34）年
1964（昭和39）年
1967（昭和42）年
1969（昭和44）年
1972（昭和47）年
1983（昭和58）年
0歳
6歳
11歳
12歳
15歳
17歳
18歳
22歳
23歳
25歳
30歳
46歳
57歳
62歳
65歳
67歳
70歳
81歳
2月16日　本郷で誕生
追分尋常小学校入学
本郷高等小学校入学
東洋家政女学校へ編入
共立女子職業学校乙部受験科へ入学
共立女子職業学校乙部受験科卒業
文部省中等教員検定試験に合格
島田裁縫伝習所を開く
島田裁縫伝習所を本郷女学院に改称
本郷女学院を本郷商業家政女学校に改称
十佳女子高等職業学校開校
文京学園女子高等学校開校
文京女学院医学技術者養成選科開校
文京女子短期大学開学
文京短大付属高等保育学校開校
文京保母専門学校開校
勳四等宝冠章受章
8月23日逝去
昭和9（1934）年3月に落成した木造2階建ての
東片町の裏門通りからみた新校舎
卒業生の職場だよりを載せた入学案内
